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特
に
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岡
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一
、
は
じ
め
に

　
戦
国
時
代
の
諸
大
名
の
発
し
た
い
わ
ゆ
る
「
分
国
法
」
の
中
で
は
、
各
法
を
通
し
て
領
外
と
の
「
音
信
音
物
」
の
取
り
遣
り
を
厳
禁
し
て

い
る
。
そ
の
主
体
的
な
目
的
の
一
つ
に
、
領
国
機
密
が
他
国
に
漏
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
は
、
幕
府
は
鎖
国
政
策
を
と
り
な
が
ら
、
一
万
で
は
積
極
的
に
諸
外
国
事
情
の
掌
握
に
つ
と
め
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の

長
崎
入
港
に
際
し
、
「
風
説
書
」
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
国
外
情
報
の
人
手
に
っ
と
め
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
収
集
さ
れ
た
情
報
は
、
ひ
と

り
幕
閣
の
も
と
で
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
他
に
流
布
す
る
こ
と
を
禁
忌
し
た
。

　
新
ら
し
い
こ
と
へ
の
知
日
ｍ
の
関
心
は
、
い
わ
ば
人
情
で
あ
り
、
情
報
を
集
め
た
い
と
す
る
欲
望
と
、
知
り
得
た
情
報
を
他
に
伝
え
た
い
と

す
る
心
情
は
、
古
今
東
西
い
ず
れ
に
し
て
も
変
る
こ
と
は
な
い
。

　
今
回
、
事
例
的
に
紹
介
す
る
「
石
本
書
翰
集
」
は
、
長
崎
在
住
の
御
用
達
、
石
本
卯
之
介
が
、
嘉
禾
六
年
七
月
以
降
四
年
間
に
亘
っ
て
、

豊
後
岡
藩
に
送
信
し
た
書
翰
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
長
崎
御
用
達
石
本
卯
之
介
は
、
正
式
に
興
成
と
呼
び
、
長
崎
在
住
商
人
の
な
か
で
も
、
古
い
家
系
を
誇
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　
卯
之
介
の
祖
は
、
も
と
対
馬
の
出
身
で
、
慶
長
の
役
に
朝
鮮
に
出
兵
し
た
岡
藩
始
祖
中
川
秀
政
と
好
み
を
通
じ
た
こ
と
か
ら
、
中
川
氏
の
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の
庇
護
を
受
け
、
御
用
達
と
な
り
、
以
降
、
両
氏
代
々
好
を
通
じ
続
け
、
幕
末
に
至
っ
恕
。

　
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
石
本
氏
は
、
代
々
長
崎
衷
に
お
け
る
各
種
の
情
報
を
、
岡
の
中
川
氏
の
元
に
送
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
御
用
達
は
、
用
聞
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
幕
府
や
藩
に
出
入
し
て
、
頷
主
の
経
済
一
般
に
関
与
す
る
特
定
商
人
で
あ
る
。

　
書
翰
墨
所
収
、
嘉
禾
六
年
八
月
二
日
（
第
３
号
）
の
石
本
の
書
信
に
よ
る
と
、
こ
れ
よ
り
前
の
卒
水
四
年
八
月
、
中
川
氏
が
有
事
の
際
に
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駐
留
す
る
長
崎
所
在
の
延
命
寺
が
焼
失
、
中
川
氏
は
百
出
を
献
納
し
た
が
、
そ
の
際
、
卯
之
介
が
大
き
く
関
っ
て
い
る
な
ど
ヽ
中
川
氏
と
長

崎
表
と
を
結
ぶ
、
大
き
な
紐
帯
と
も
な
っ
て
い
た
。

　
石
本
の
情
報
が
、
直
結
的
に
当
時
の
岡
藩
政
を
左
右
さ
せ
た
と
見
る
べ
き
点
け
県
い
出
せ
な
い
が
、
幕
末
期
に
は
こ
の
腫
、
当
然
管
理
さ

る
べ
き
情
報
が
、
比
較
的
容
易
に
、
郎
局
外
に
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
事
実
の
一
例
と
し
て
、
以
下
報
告
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
二
、
　
石
本
書
翰
に
つ
い
て

　
石
本
卯
之
介
は
、
嘉
禾
六
年
七
月
三
日
日
付
の
書
翰
以
降
、
安
政
三
年
八
月
一
一
ト
九
日
の
書
翰
ま
で
、
四
年
間
に
Ｔ
二
〇
余
件
に
達
す
る

書
翰
及
び
長
崎
責
の
情
報
を
、
岡
宛
に
送
信
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
″

　
こ
れ
ら
の
書
翰
が
ヽ
問
責
に
着
信
後
ヽ
後
代
ヽ
恐
ら
く
伊
藤
樵
渓
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
が
、
「
石
本
書
翰
集
≒
な
る
二
面
の
冊
子

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
書
信
に
は
、
当
然
、
発
信
月
日
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
一
万
、
こ
れ
を
受
理
し
た
岡
藩
側
で
は
、
多
く
の
場
合
、
書
信
の
抽
に
「
某
月
某
日

岡
責
到
達
」
と
の
メ
モ
を
付
し
て
い
る
。

　
そ
の
両
者
か
ら
見
る
と
、
石
本
書
翰
は
、
大
体
毎
月
の
初
旬
と
下
旬
に
、
ほ
ぼ
定
期
的
に
送
信
さ
れ
た
も
の
の
如
く
考
え
ら
れ
、
時
に
急

を
要
す
る
音
信
や
、
岡
の
役
人
が
山
崎
し
、
帰
国
の
折
、
も
し
く
は
地
元
商
人
が
岡
地
方
に
出
向
く
折
に
託
し
た
臨
時
の
書
信
も
見
ら
れ
る
。



や
や
煩
わ
し
い
が
、
石
本
書
翰
に
か
か
わ
る
発
信
・
着
信
・
宛
先
・
内
容
を
全
覧
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

長
崎
よ
り
豊
後
岡
表
宛
石
本
卯
之
助
書
翰
目
録
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==一　　　　　　　　　　一　　　　　－　　　　　　=i-･
早　　　　　　　　　　舗　　　　舗　　　　　　早
水　　　　　　　　　　水　　　　水　　　　　　水
六　　　　　　　　　　六　　　　六　　　　　　六
年　　　　　　　　　　年　　　　年　　　　　　年

八　　　　　　　　　　八　　　　七　　　　　　七
月　　　　　　　　　　月　　　　月　　　　　　月
計　　　　　　　　　二　　　　十　　　　　　三
五　　　　　　　　　　日　　　　九　　　　　　日

日　　　　　　　　　　　　　　　日

発

信

年

月

日

同　　　　　　　　　　同　　　　同　　　　　　同

三　　　　　　　　　　六　　　　　け　　　　　　十
十　　　　　　　　　　　　　　　　二

着

信

小　井　鴫　進　　　　　武　草　安　児　井　　　　　武　草

島上村藤　　　藤刈西島上　　　藤刈

　与　　　　　　　　　　　　　　　　　与

玉石水漬　　　章敏勝玉五　　　章敏

記郎汀七　　　蔵頓馬記郎　　　蔵頓

宛

先

○　●　　　●　○　○　○　●　○　○　●　○　○　○　●
七　石　　　御　長　。　魯　魯　。　七　石　六　六　五　石
月　本　　　使　崎　魯　西　西　魯　月　本　月　月　月　本

十書　　番卒西亜亜西十書什廿廿書

七翰　　汀行亜鉛船亜八翰八日七翰

日　。　　　別　所　鉛　渡　一　鉛　日　　　日　付　日

付卒　　段ぷ団来件乗付　　付薩付

　｀行　　石達明一書紀十　　蘭州薩

松交　　本古綿件信之四　　人ぷ州

平代　　ぷ写゛。　　覚ケ　風御ぶ

薩　等　　　書　　　　　請　　　゛　所　　　説　届　御

準一　　翰　　　大　　　江　古書届

守　　　　　　　名　　　達　　写写書

ぶ　　　　　　　　　　着　　　　書　　　　　　写

の　　　　　　　　　　到　　　　写

書　　　　　　　　　　゛
信

写

内

容

項
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６　　　　　　　　　　５ 号

嘉　　　　　　　　嘉
禾　　　　　　　　禾
六　　　　　　　　六
年　　　　　　　　年
刊　　　　　　　　九
月　　　　　　　　月
計　　　　　　　　九

七　　　　　　　　日
日

発

信
年
月

日

同　　　　　　　　同

轍　　　　　　　　十

目　　　　　　　　四

着

信

武草　　　　武草　　武草安
藤刈　　　　藤刈　　藤刈西

章敏　　　　章敏　　章敏勝
蔵頓　　　　蔵頓　　蔵頓馬

宛

先
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十か十十十ﾌﾞく九九内石－八八八石魯八　　五

月び月月月月月月宗本八月月月本西月　　昌

行だ廿十二宗計測文書月晦廿九書亜十　　出

日ん三万口対五日通翰廿日四日翰国元　　校
付則日日付馬日付　　　八付日付　　玉目　　雨

｀蘭付付　｀守付　｀　　　　目　｀付　｀　　書付　　校

御陀　｀　｀十ぷ　｀五　　　村雨　｀薩　　翰　｀　　所

達人十十四のか昌　　　　｀奉御州　　受五　　附
写　江四四ケ雨び左　　　御行奉ぶ　　取高　　久

　披ケケ所届だ衛　　　達所行雨　　渡左　　保

　仰所所開書ん門　　　゛ぶ所届　　之衛　　山

　候開開校写　江尉　　　　　十ぶ書　　節門　　庄
　雨役役江　被ぶ　　　　　四十写　　行尉　　助

　注　江江御　　仰の　　　　　　ケ　四　　　　列　ぷ　　ぶ

　文御雨直　　渡御　　　　所ケ　　　　　の　　の

　書直直達　　御届　　　　　江府　　　　　雨　　御

　之遥遥写　　古書　　　　　御間　　　　　届　　届

　写写写　　　附写　　　　　直校　　　　　書　　書

　　　　　　　写　　　　　　　　　達　江　　　　　　写　　　写

　　　　　　　　　　　　　　雨　達

　　　　　　　　　　　　　　状　書

　　　　　　　　　　　　　　箱　写

　　　　　　　　　　　　　　御

　　　　　　　　　　　　　　渡
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12　　　11　　　10　9　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　7

甲　　嘉　嘉嘉　　　　　　　　　　嘉　　　嘉
賞　　永　　永　永　　　　　　　　　　　　　　永　　　　永

年　　六　　六六　　　　　　　　　　六　　　六
正　　年　年年　　　　　　　　　年　　　年
月　　十　　十十　　　　　　　　　　十　　　十
九　　二　二二　　　　　　　　　ー　　　一
日　　　月　　　月　月　　　　　　　　　　　　　　　月　　　　　月

　　廿　七七　　　　　　　　　廿　　　十
　　六　　　日　日　　　　　　　　　　　　　　　八　　　　　四
　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　日

同　　一安　　同

　　　　・政
十　　一元　　十
四　　　年　　一

武草武草　　御　　　　　　　　　　　古　　　郡

藤刈藤刈　　家　　　　　　　　　　　田武草奉
　　　　　老　　　　　　　　　　　左藤刈行

章敏章敏　　中　　　　　　　　　　　馬
蔵輔蔵輔　　　　　　　　　　　　　允

○　○　●　●　　　●　○　●　○　○　　　○　○　○　○　●　●　○　○　●正正石石　　石十石十＿　乱魯魯一使別石。－石

月月本本　　本二本二魯差西西征節啓本魯蒸本

八五書書　　書月書月西出亜亜戸丿書書西気書

日日翰翰　　翰五翰二亜候船舶ぷ御翰翰亜鉛翰

付付　　　　　　日－日船人度渡出奉　　　国雛
｀　｀　　　　　　付二付度数未来張行　　　王型

十十　　　　　　｀件　｀未船　ニニ役所　　　書　｀
四四　　　　　　人゛蔵二書付付人　乱　　　翰設

ケケ　　　　　津　　本付写　｀　｀支差　　　に計
所所　　　　　　魯　　喜　｀　　非松配出　　　関図

聞　聞　　　　　　　　　西　　　七　諸　　　番　平　向　候　　　　　す　｀

役役　　　　　　亜　　郎海　　詩美一書　　　る兵

乱乱　　　　　舶　　ぷ岸　　四濃覧翰　　　件書

御御　　　　　　御　　大圏　　ケ守゛の　　　゛等

達達　　　　　　取　　岩場　　所守　意　　　　注
書書　　　　　　調　　散人　　御衛　昧　　　　文

写写　　　　　　和　　之数　　昔人　　書　　　　書

　　　　　　　　解　　函一　場数　　取　　　　写

　　　　　　　　｀　　　宛　覧　　　舛　｀　　　写　　　　　　゛

　　　　　　　　御　　　書　゛　　　伊　舶

　　　　　　　　奉　　　信　　　　　王　数

　　　　　　　　行　　　写　　　　　島　覚

　　　　　　　　所　　　゛　　　　　其

　　　　　　　　達　　　　　　　　　外

　　　　　　　　書　　　　　　　　　島

　　　　　　　　写　　　　　　　　　々

史
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論
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六
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17　　　　　　　　　　16　15　　　14　　　13 号

嘉　　　　　嘉嘉　　嘉　　甲
永　　　　　氷水　　氷　　寅

七　　　　　七七　七　年
月　　　　　年年　年　正
四　　　　　　三三　　正　　月
月　　　　　　　　月　月　　　月　　　十

十　　　　　廿朔　廿　九
二　　　　　　　　七　月　　　二　　　日
日　　　　　　　　日　　　　　日

発
信
年
月
日

四　　　　　同

一　　　　廿
　　　　　　七

着信

⌒⌒　　　　武草御品進島進
武草　　　　藤刈使村藤村藤

藤刈　　　　　　　番－－－
に　　　い　パパX

心　Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　心　心　心　心/

宛

先

○　　　○　○　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　●　●　●　　　●　　　●　○　○四廻四三石石二三三石石石　　石　　石十十

月状月月本本月月月本本本　　本　　本二二

二写五竹別書松竹竹別書書　　書　　書月月

日　　日九紙翰平三三級翰翰　　翰　　翰廿十

付　付口書　　薩日日書　　　　　　　　一八

｀　　｀付翰　摩付付翰　　　　　　　　日日

五　　松　｀－　　守　｀　｀　　　　　　　　　　　付付

島　浦十踏　　ぷ十入　　　　　　　　　　ゝ　ゝ

左　壱四絵　御四津　　　　　　　　　　西魯

衛　　岐　ケ返　　届　ケ之　　　　　　　　　　　泰西

門　　守所幸　　書所魯　　　　　　　　　　行亜

尉　　丿之使　　写之西　　　　　　　　　　所人

ぷ　　　御　内　゛　　　　内　亜　　　　　　　　　　　　　　　江　江

御　　　届　｀　　　　　　　｀　船　　　　　　　　　　　　　　　魯　被

届　　之詰　　　　詰　江　　　　　　　　　　西下

書　　趣合　　　　合乗　　　　　　　　　　亜置

之　　　｀　之　　　　　　　之　組　　　　　　　　　　　　　　　人　品

写　十聞　　　　聞御　　　　　　　　　　持々

　　四役　　　　役紅　　　　　　　　　　参目

　　ケ江　　　　　江之　　　　　　　　　　　　之録

　　所御　　　　御節　　　　　　　　　　品写
　　御達　　　　達申　　　　　　　　　　目

　　蔵　書　　　　　　　書　口　　　　　　　　　　　　　　　録
　　屋写　　　　之写　　　　　　　　　　写

　　敷　　　　　　　　　写

　　へ

内

容

項

目



21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　19　　　　　　　　　　　　18

j?　　　　　　　jt　ly　　　　禁

昌　　　　　　旱　ｸ

こ　　　

ｙ

日　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　日　　　　　　　　　　　盲

関　　　　　　　　　　　　　　　同　　同　　　　　　　　　　五

七　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
月　　　　　　　　　　　　　　　十　　十　　　　　　　　　　十

’　　　　　　　　　　　　　　　七　　五　　　　　　　　　　七
八

晋変　　　　　　　　　　変則に　　　　　混べ

沓で万　　　　　　　　　　涙篇混篇　　　　　混篇

●　●　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　●　●　○　●　　　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ
石石七七附七七七蘭石石六石廻四四四四四四

本本月月録月月月人本本月本状月月月月月月

書書五五　｀十九九風別書　｀書写十十十九八三

翰翰日日田日日口説紙翰松翰　一日一日日日

⌒　付付伏付付付書書　　平　　　日夜日夜夜付尚　　｀　｀市　｀　｀　｀写翰　薩　　　付　｀付　｀　｀　｀

書　　蘭阿部同同於　　　　摩　　　｀五　｀五五五

゛　　人蘭左所所御　　　　守　　　松喝大喝鳴島

　　御陀衛御御奉　　　　ぶ　　　浦左村左左左
　　粍船門井当行　　　　御　　　壱衛丹衛衛衛

　　　ニぷぷ番番所　　　　屈　　　岐門後門門門
　　付差草方方　｀　　　　書　　　守固守固尉固

　　　｀越刈松松十　　　　写　　　御御ぶぷぷぷ
　　串候敬平平四　　　　　　　　屈居御御御御

　　口横輔美肥ケ　　　　　　　　之書屈居届屈

　　写文　江濃他所　　　　　　　　　趣写書書書書

　　　字書守守間　　　　　　　　　｀　　写写写写

　　　書翰ぶぶ役　　　　　　　　十　　－－
　　　翰。間間江　　　　　　　　四　　二二

　　　和　七　役　役　御　　　　　　　　　　　　　ケ　　通　通

　　　解月　江江達　　　　　　　　　所　　゛゛

　　　　十御御写　　　　　　　　御

　　　　七　達　達　　　　　　　　　　　　　　　蔵

　　　　日写書　　　　　　　　　　屋

　　　　付　　　写　　　　　　　　　　　　　　　敷
　　　　心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

史
　
学
　
論
　
叢

七

ﾐ一
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二

24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　　　　　　　　　　　　　　22 号

姦　　　　　　　　jl　　　　　棄

でと　　　　　　　　ル　　　　　M4
グ　　　　　jy　　　ｶ1

言　　　　　　　　　　9　　　　　　　y]7

発

信

年

月

日

同　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　同

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●
廿　　　　　　　　　　　　　士　　　　　　　　　廿

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　五

着
信

小井　　　　　　　　　　　武草　　　　　　　　老
予告　　　　　　　　　　　藤刈　　　　　　　　職

湊贈　　　　　　　　　　　店丿　　　　　　　　回と

宛

先

●　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　　　Ｏ　●　●　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　●
石御御八阿九九八地ー石閉七閉七七七石
本目奉月蘭月月月畏八本七月七月月月本
書附行廿陀七五廿多五書月　｀月廿廿廿書
翰永水三国日日九く四翰廿唐十一ハハ翰

　井野日王付付日御年　　一人五日日日
　岩筑　｀ぷ　｀　｀付奉九　　日ぷ日付付付
　之後咲江故十　｀所月　　付置付　｀　｀　｀
　函等吉府仰四十江七　　ヽ出　｀石蒸十

　ぷぷ利　江渡　ケ四に日　　石候十本気四
　故故人献候所ケ。。　　本書四書船ケ
　下下御貢御聞所ス亭　　内翰ケ翰風所
　物物呼物書役聞呂氷　　密和所　　説　江
　品品出入附へ役べと　　書解御　　書御
　附附之日写御　江イ濡　　翰写聞　　写達
　写写節記　達御生七　　　　役　　　書

　　　｀写　　書達ト月　　　　　江　　　写
　　　従　　　写書書士　　　　　　　　　御
　　　公　　　　写信五　　　　達

　　　譲　　　　　　　　ズ　日　　　　　　書
　　　之　　　　　　　　写　二　　　　　　写
　　　故　　　　　こ

　　　下　　　　　　　　　　　。

　　　誉　　　　　　ヨ

　　　口口　　　　　　　　　長
　　　附　　　　　　　　　崎
　　　蓉　　　　・

内

容

項

目



26　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

安　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安

政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

七　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四

こ　　　　　　　　　早

口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

七

十
一一

武草　　　　　　　　　　　　武草田嶋鵜
藤刈　　　　　　　　　　　　藤刈伏村飼

　　　　　　　　　　　　　　　市
章敬　　　　　　　　　　　　章敬郎水平
蔵　輔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔵　輔　太　江　太

○　○　○　○　●　●　　　〇　〇　〇　〇　　　〇　　　〇　〇　●　○　●
六六四四石石ぷ三三三右崎フ文フ阿石三石

月　月　月　月　本　本　間　月　月　月　翻　干　り　字　ラ　蘭　本　月　本

十八九行書書役壮行廿訳ハタ和ン陀書十内

日日日七翰翰へ三日二言百二解スか翰九密

付付付日－　　の日入日写五ヤ写船び。日吉

｀　｀　｀付猶　　通以津入　　拾女　　将だ井付翰

壱渡阿　｀書　　達降之津　　五王　　ｊん上　｀

番来蘭ブ　　書　｀フ之　　年　｀　　阿ぷ多ハ

船之陀ラ　　　写四ラ小　　第蒸　　蘭中可藩

風蒸船ン　　　⌒月ン唐　五気　　陀越絵聞

説気入ス　　　八十ス船　十日船　　か候|之投

書船港船　　　件六船渠　九本ヨ　　び書之御

写ぷ　に出　　　　゛　日　⌒｀給　　日三ル　　た翰便達

　差開港　　　　迄渠唐　　Ｊフ　　ん之－書

　越すに　　　　異給人　　苓工　　江返　　写

　候る開　　　　国居中　　売卜　　差答

　横御す　　　　船候出　　通船　越書

　文奉る　　　　入唐和　恕ス　　候写

　字行御　　　　出入解　　写テ　　書

　和　所　奉　　　　　　　港　中　写　　　　　イ　　　状

　解御行　　　　にロ　　　　ク　　か

　写達所　　　　開写　　　　ス　　び

　　書御　　　　し　　　　　　船　た

　　写達　　　　　｀　　　　　名　　ん

　　　　書　　　　　　　奉　　　　　　　　　｀　　　翻

　　　　写　　　　　　　行　　　　　　　　　於　　　訳

　　　　　　　　所　　　　　　　　　長　　　横

史
　
学
　
論
　
叢

七
三
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四

28　　　　　　　27 号

安　　　　　　安
啓　　　　　政
一　　　　　　－クぐ　　ズ

呂　呂

発
信
年
月
日

九　　　　　　同

士　　　　　十
二　　　　　　　七

着

信

づ　　い　　　い
宛　レ　パ

　　　門

宛

先

　　●　○　　　○　●　Ｏ　　　Ｏ　●　○　○　　八河写七石松人八石唐六

　　月　蘭　　　月　本　平　士　月　本　国　月

　　十陀　　ハ言薩名　｀書漂廿

　　九風　　口翰摩面河翰善一

　　口説　　｀　　守言蘭。前日
　　付言　　ハ　　届写陀三。付

　　｀　写　　　月　　　言　　　ぶ　通　口　｀
　　石。　　六　　写　　献゛向弐

　　本　二　　　日　　　　　　　貢　　　゛　番
　　内　件　　　付　　　　　　　之　　　ぷ　前

　　密　゛　　　｀　　　　　　　蒸　　　唐　風
　　言　　　　　異　　　　　　　気　　　国　説

　　翰　　　　　国　　　　　　　船　　　騒　言

　　　　　　　前　　　　　　　運　　　勣　写

　　　　　　　渡　　　　　　　用　　　の

　　　　　　　来　　　　　　　｀　　　咬

　　　　　　　に　　　　　　　伝　　　様

　　　　　　　関　　　　　　　習　　　届

　　　　　　　す　　　　　　　と　　　言

　　　　　　　る　　　　　　　し　　　写

　　　　　　　御　　　　　　　て

　　　　　　　奉　　　　　　　江

－　　　　　　　行　　　　　　　戸
以　　　　　　　所　　　　　　　丿

上　　　　　　　御　　　　　　　派

゛　　　　　　　達　　　　　　　遺

　　　　　　　言　　　　　　　の

内

容

項

目

　
以
上
の
衷
で
一
覧
さ
れ
る
如
く
、
書
翰
の
発
信
か
ら
到
着
ま
で
の
所
要
日
数
は
、
早
い
も
の
で
三
日
、
遅
い
も
の
で
八
日
か
ら
九
日
を
要

し
て
お
り
、
平
均
五
日
程
度
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
長
崎
か
ら
岡
ま
で
の
旅
程
は
、
『
崎
陽
群
謝
』
な
ど
に
よ
る
と
ヽ
陸
路
の
場
合
、
最
長
が
長
崎
・
彼
杵
・
佐
賀
・
秋
月
・
日
田
・
胴
尻
経

由
で
七
〇
里
余
で
、
諌
早
・
柳
川
：
田
鹿
・
大
津
経
由
で
六
二
里
、
諌
早
・
島
原
・
熊
本
・
大
津
経
由
で
四
六
里
と
な
り
、
ま
た
北
部
九
州
廻

り
の
海
路
で
、
三
佐
・
犬
飼
を
経
由
し
た
場
合
で
、
一
四
九
里
と
な
っ
て
い
る
。



　
書
翰
の
所
要
日
数
三
・
一
四
日
と
い
う
類
は
、
左
の
旅
程
の
う
ち
、
最
短
距
離
を
経
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
判
然
と
し
な
い
。

　
書
信
の
内
に
は
、
例
え
ば
、
嘉
禾
七
年
正
月
二
十
二
日
の
「
貞
介
使
」
　
（
表
1
4
表
）
、
安
政
二
年
四
月
十
八
日
の
「
井
上
多
言
、
絵
返
之

便
」
　
（
表
2
5
号
）
な
ど
の
注
記
で
知
ら
れ
る
如
く
、
「
幸
便
」
の
例
が
数
例
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
に
関
し
て
は
、
そ
の
手
段
は
不

詳
で
あ
る
。
「
井
上
多
言
・
絵
返
之
便
」
と
は
、
時
期
的
に
や
や
疑
問
が
残
る
が
、
恒
例
の
「
絵
踏
」
に
際
し
、
借
用
し
た
そ
の
用
具
を
長

崎
に
返
却
に
出
向
き
、
帰
途
に
託
さ
れ
た
幸
便
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
踏
絵
返
幸
便
」
の
例
は
、
他
に
も
一
例
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
外
、
嘉
禾
七
年
七
月
十
七
日
の
書
信
中
に
、
田
代
市
郎
左
衛
門
よ
り
、
草
刈
敬
輔
へ
の
書
翰
の
写
し
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
文
中
に

　
「
一
昨
夜
、
帰
国
、
持
帰
来
状
」
と
あ
り
、
ま
た
「
別
紙
」
七
月
十
日
日
附
石
本
書
翰
中
に
「
此
別
紙
の
件
、
長
崎
表
出
立
之
節
（
田
伏
氏

が
）
ヽ
矢
上
表
ま
で
卯
之
介
造
語
参
り
ヽ
同
所
ニ
て
訪
欧
申
候
二
付
ヽ
略
儀
」
と
見
え
る
記
事
な
ど
も
ヽ
幸
便
の
性
格
を
知
る
上
で
参
考
と

な
ろ
う
か
。

　
次
に
、
石
本
卯
之
介
よ
り
便
送
さ
れ
た
書
翰
の
宛
書
が
問
題
と
な
る
が
、
全
期
を
通
じ
て
、
草
刈
敬
輔
、
武
藤
草
薮
両
者
へ
の
連
名
が
多

く
、
こ
の
外
に
、
井
上
与
五
郎
・
小
品
玉
記
・
安
西
勝
馬
・
古
田
左
馬
允
・
進
藤
清
七
∴
島
村
水
圧
・
鵜
飼
平
太
・
田
伏
市
郎
太
な
ど
の
名

が
見
え
る
。
草
刈
・
武
藤
氏
家
の
場
合
は
、
「
郡
奉
行
」
と
肩
書
き
す
る
例
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
に
関
し
て
は
、
肩
書
き
を
見
な

３ち
・

し　
嘉
禾
六
年
十
二
月
七
日
の
「
御
家
老
中
」
、
同
七
年
三
月
朔
日
の
「
御
使
番
」
宛
の
書
翰
は
特
別
と
な
る
が
、
後
者
は
、
右
に
例
記
し
た

諸
氏
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
肩
書
き
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
的
に
判
然
と
し
な
い
。
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
高
身
の
身
分
で
は
な

い
が
、
郡
奉
行
格
の
実
務
派
で
あ
る
ら
し
い
。

　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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七
六

　
　
三
、
　
石
本
の
情
報
収
集
態
度

　
書
翰
の
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
項
で
触
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ソ
ー
ス
を
中
心
に
、
問
題
点
を
見
て
お
こ
う
。

勿
論
、
全
書
翰
の
場
合
を
見
る
紙
幅
も
な
い
の
で
、
極
く
限
ら
れ
た
事
例
を
挙
げ
る
。

　
石
本
書
翰
中
に
は
、
し
ば
し
ば
「
内
々
写
取
、
人
御
覧
中
候
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
彼
が
役
職
の
立
場
を
通
じ
て
、
公
的
な
文
書
類

を
披
見
し
た
折
に
、
必
要
と
思
わ
れ
た
部
分
を
、
私
的
に
写
し
取
り
、
こ
れ
を
岡
表
に
送
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
・

ソ
ー
ス
に
か
か
わ
る
場
面
を
、
書
翰
の
一
例
か
ら
見
よ
う
。

　
嘉
禾
六
年
八
月
二
日
、
岡
表
の
御
使
者
番
へ
送
ら
れ
た
書
翰
（
表
第
３
号
）
に
よ
る
と

　
　
（
前
略
）
私
儀
、
兼
て
波
戸
場
役
所
立
会
被
仰
付
置
、
右
役
所
之
儀
は
、
公
儀
御
用
船
之
進
退
を
預
候
動
向
之
処
、
此
節
御
繰
出
以
来
、

　
同
役
人
ニ
て
ヽ
壱
人
は
沖
魯
西
亜
鉛
繋
湯
江
出
方
仕
ヽ
壱
人
は
役
所
江
詰
切
’
１
１
交
代
い
た
し
相
動
ヽ
誠
二
繁
多
之
処
ヽ
先
月
計
七
日
ヽ

　
魯
西
亜
前
房
船
中
、
御
用
掛
披
仰
付
、
弥
以
繁
多
二
相
成
、
就
て
は
、
御
用
之
節
々
、
魯
西
亜
鉛
江
も
上
船
仕
候
間
、
船
中
之
様
子
書
記
、

　
人
御
覧
候
様
可
仕
候
、
此
段
、
御
合
迄
中
上
候
、

と
見
え
、
石
本
が
、
来
航
し
た
ロ
シ
ア
船
船
中
現
場
に
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
た
現
場
で
得
た
新
ら
し
い
情
報
が
、
岡
表

に
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
役
所
側
の
情
報
管
理
は
厳
重
で
あ
り
、
例
え
ば
、
嘉
永
六
年
七
月
三
日
の
書
翰
（
第
１
号
）
に
よ
る
と
、
薩
州
報
告
書
写
し
を
送

付
の
折
、
石
本
は
、

　
当
表
御
奉
行
所
江
‥
呵
江
府
よ
り
の
御
用
状
御
到
末
末
無
御
座
、
頃
日
、
月
並
の
御
用
状
御
到
来
之
所
、
阿
蘭
陀
通
詞
之
内
、
蘭
語
巧
者

　
之
者
弐
人
、
江
府
江
御
召
二
付
、
急
支
度
ニ
て
出
府
、
御
用
筋
は
相
分
兼
候
得
共
、
多
分
右
一
件
（
下
略
）
、

と
か
、



　
異
国
に
係
り
候
儀
、
近
年
別
て
御
厳
密
ニ
て
、
委
敷
様
子
相
分
り
兼
申
候
、

と
の
表
現
が
散
見
す
る
も
の
の
、
岡
表
で
は
さ
ぞ
か
し
「
遠
境
之
風
聞
ニ
て
、
御
不
審
も
可
有
御
座
と
奉
存
候
」
の
で
、
詳
し
い
情
報
を
入

手
次
第
、
送
付
す
る
と
の
表
現
も
各
所
に
散
見
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
前
便
を
受
け
て
、
書
翰
の
内
に
は
、
「
先
便
差
上
置
候
書
付
、
間
違
有
之
候
段
、
宣
く
御
間
済
放
下
度
奉
願
候
」
と
し
て
、
誤
報

の
訂
正
を
行
な
っ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
し
て
、
石
本
が
、
極
め
て
良
心
的
に
、
正
し
い
情
報
の
収
集
と
送
付
に
心
掛
け
て
い
た
こ
と
も
知
ら

れ
よ
う
。

　
　
四
、
　
石
本
書
翰
の
内
容

　
次
に
、
長
崎
か
ら
岡
表
に
送
信
さ
れ
た
石
本
の
書
翰
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
許
さ
れ
た
紙
幅
の
制
約
か
ら
、
そ
の
全
て

を
と
り
上
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
書
翰
中
、
石
本
の
情
報
収
集
姿
勢
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
の
も
の
、
及
び
当
時
、
い
か
な
る
情
報
に
興
味
・

関
心
の
的
が
置
か
れ
て
い
た
か
を
知
り
得
る
内
容
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
石
本
書
翰
第
一
信
（
第
１
号
）
に
は
、
嘉
禾
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
長
崎
四
郎
崎
、
伊
王
崎
に
、
佐
賀
藩
が
築
造
し
た
台
場
見
分
に

か
か
わ
る
記
事
が
見
え
る
。

　
記
事
に
よ
る
と
、

　
（
上
略
）
佐
賀
家
ぷ
御
普
請
御
取
掛
り
相
成
居
候
当
湊
油
手
、
四
郎
崎
・
伊
王
崎
新
規
御
台
場
御
普
請
向
、
七
分
通
出
来
ニ
て
、
五
月
中

　
石
火
矢
御
傷
付
二
相
成
申
候
、
右
之
内
ニ
は
、
珍
敷
大
砲
玉
目
弐
拾
八
挺
八
百
目
筒
、
口
径
ニ
て
九
寸
余
、
長
サ
凡
七
尺
余
、
其
外
拾
五

　
貫
目
辨
五
貫
目
之
石
火
矢
ヽ
弐
挺
四
百
目
之
長
筒
等
数
拾
挺
御
備
相
成
ヽ
先
達
て
御
奉
行
所
御
見
分
之
節
ヽ
御
供
ニ
て
罷
越
ヽ
誠
二
目
を

　
　
　
　
史
　
学
　
諭
　
叢
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幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
の
伝
達

七
八

　
お
と
ろ
か
し
中
候
、
尤
、
御
符
扇
情
出
来
と
中
限
ニ
は
無
御
座
候
得
共
、
御
見
聞
之
次
第
、
荒
増
中
上
置
候
（
・
印
筆
者
）
。

と
見
え
、
新
築
台
場
見
分
の
実
感
を
、
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
。

　
書
翰
中
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
持
ち
込
ん
だ
い
わ
ゆ
る
「
風
説
書
」
の
写
し
も
各
所
に
見
ら
れ
、
第
一
信
中
に
は
、
嘉
禾
六
年
六
月
二
十

七
日
附
の
風
親
書
が
含
ま
れ
て
い
て
、
長
崎
表
に
お
け
る
様
々
な
動
き
と
と
も
に
、
そ
こ
に
集
ま
る
国
際
的
情
報
に
も
、
強
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
嘉
禾
六
年
十
一
月
二
十
九
日
附
書
翰
の
「
別
啓
中
上
候
」
と
す
る
別
啓
書
の
Ｉ
ケ
条
に
は
、

　
一
、
唐
国
も
一
昨
年
来
、
明
代
之
余
類
恢
復
を
名
と
し
て
一
揆
起
立
居
候
処
、
当
巻
末
別
で
盛
二
相
成
、
不
容
易
騒
動
之
よ
し
、
朝
鮮
・
琉

　
球
両
国
之
風
聞
、
追
々
重
及
申
候
、
定
て
御
重
知
之
儀
と
は
奉
存
候
。
是
以
往
々
、
皇
国
之
恵
二
は
無
之
哉
誠
二
以
苦
々
敷
次
第
二
御
座

　
何

と
、
清
国
に
お
け
る
太
平
天
国
の
乱
に
関
し
て
所
感
を
伝
え
、
詳
細
な
情
報
を
得
た
翌
年
関
七
月
に
は
、
こ
の
乱
に
係
わ
る
唐
人
の
口
書
の

全
文
を
送
信
し
て
い
る
。
や
や
長
文
に
な
る
が
、
そ
の
前
半
を
か
か
げ
よ
う
。

　
　
「
唐
人
ぶ
差
出
候
書
翰
和
解
之
写
」
　
（
「
朱
書
」
）

　
当
時
唐
国
騒
乱
之
次
第
中
上
候
様
御
尋
之
趣
、
承
知
仕
候
、
右
は
道
光
三
恰
年
之
頃
ぷ
、
烈
敷
相
成
、
広
西
広
東
無
類
之
賊
党
相
集
、
洪

　
秀
全
陽
秀
清
と
中
両
人
之
者
張
本
ニ
て
ヽ
同
類
次
第
二
相
増
、
従
之
者
不
少
、
魂
ハ
弐
三
千
人
魂
八
四
五
恰
人
も
諸
所
江
手
を
分
、
乱
妨

　
二
及
び
、
剰
官
府
二
打
人
城
郭
を
も
奪
取
、
大
畑
雷
火
等
を
相
用
、
随
分
軍
略
二
連
候
者
も
多
勢
請
合
候
趣
御
座
候
由
、
右
之
者
共
何
れ

も
惣
賢
二
相
成
、
順
二
赤
木
綿
を
巻
居
候
故
、
官
軍
二
て
は
紅
巾
賊
又

南
京
三
ケ
所
、
別
て
賊
勢
多
、
四
五
万
人
も
相
乗
、
三
ケ
所
城
郭
奪
取

ゝ　ノＸ

長
髪
賊
と
相
唱
巾
候
、
昨
丑
二
三
月
頃
、
江
南
之
内
楊
州
鎮
圧

其
地
之
官
員
討
死
不
少
、
追
々
隣
県
諸
所
江
軍
兵
繰
出
、
京
都

ｊ
ハ
欽
羨
大
臣
下
向
ニ
て
、
脂
月
頃
二
至
り
、
楊
州
ハ
速
二
恢
復
致
し
、
賊
徒
何
れ
も
鎮
圧
南
京
二
進
集
、
堅
く
相
守
居
候
を
、
官
軍
収



　
囲
、
両
所
通
路
不
相
成
様
断
切
罷
在
申
候
、
右
南
京
ハ
、
明
之
太
祖
建
拓
之
地
ニ
て
、
至
で
要
害
宜
く
、
多
分
急
二
落
城
致
間
敷
哉
、
勿

　
論
大
畑
等
ニ
て
よ
ご
ニ
致
候
ヘ
ハ
、
速
二
退
治
可
仕
候
得
共
、
賊
兵
之
内
、
良
‰
ぶ
ぐ
の
者
も
不
少
、
玉
石
不
分
儀
を
心
二
不
忍
、
唯

　
緩
攻
し
て
根
道
を
断
切
、
自
然
と
降
参
致
候
様
、
欽
差
大
臣
之
謀
略
之
由
二
御
座
候
、
右
二
付
、
此
節
唐
国
出
帆
之
頃
迄
ハ
、
勝
敗
相
分

　
不
申
候
、
猶
又
洪
樹
之
両
賊
、
兼
て
本
偶
人
を
拵
へ
、
、
天
徳
皇
帝
と
唱
へ
、
至
で
尊
敬
し
、
軍
兵
之
進
退
、
右
本
偶
人
を
折
り
、
其
示
現

　
二
随
ひ
決
断
致
候
由
、
畢
竟
妖
術
ニ
も
可
有
御
座
哉
（
下
略
）
。

　
右
は
、
寅
年
（
嘉
永
七
＝
安
政
六
）
七
月
の
日
附
を
持
ち
、
「
王
氏
江
星
番
、
船
主
十
二
寒
樹
少
梁
」
な
る
者
の
署
名
の
あ
る
答
申
書
の
写

し
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
石
本
書
翰
、
嘉
禾
七
年
関
七
月
二
脂
一
日
附
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
嘉
禾

三
年
（
一
八
五
〇
）
に
ぼ
っ
発
し
た
清
国
に
お
け
る
「
太
里
天
国
の
乱
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
太
平
天
国
の
乱
は
、
清

国
道
光
三
十
年
に
起
り
、
日
本
暦
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
終
え
ん
す
る
ま
で
、
十
四
年
間
に
亘
っ
て
、
中
国
に
吹
き
荒
れ
た
革
命
の
嵐
で

あ
っ
た
。
こ
の
乱
は
中
国
革
命
の
先
駆
と
し
て
そ
の
の
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
石
本
の
書
信
は
、
長
崎
奉
行
所
の
疑
問
に
対
す
る
返
答
の
「
和
解
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
そ
の
前
半
分
の
み
を
引
用
し
た
。
右
の

太
平
天
国
の
乱
に
か
か
わ
る
記
事
は
、
嘉
禾
七
年
頃
、
中
国
蘇
州
近
辺
に
お
け
る
風
聞
を
基
に
し
た
清
田
船
員
の
供
述
を
和
訳
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
比
較
的
正
確
な
情
報
と
い
え
よ
う
。

　
同
年
七
月
二
十
一
目
付
の
書
翰
の
Ｉ
ケ
条
に
は
、
阿
蘭
陀
の
持
ち
込
ん
だ
内
密
情
報
と
し
て
、
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
に
か
か
わ
る
記
事
も
見
え

る
。
そ
れ
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
魯
西
亜
国
之
儀
、
自
国
之
強
大
を
頼
ミ
、
同
盟
之
諸
邦
を
軽
蔑
し
、
盟
約
を
背
候
二
付
、
兼
て
諸
邦
意
恨
を
含
ミ
罷
在
、
就
中
ヱ
ケ
レ
ス

　
国
は
年
来
之
宿
意
有
之
処
ヽ
去
年
中
ト
ル
コ
国
江
対
し
非
分
之
儀
有
之
候
ぷ
事
起
り
、
ト
ル
コ
よ
り
ヱ
ケ
レ
ス
を
語
ら
ひ
、
フ
ラ
ン
ス
、

　
オ
ー
ス
テ
ン
レ
イ
キ
、
プ
ロ
イ
ス
、
ヱ
ゲ
イ
プ
テ
の
四
ケ
国
を
勧
め
、
都
合
六
ケ
国
申
合
、
欧
羅
巴
州
中
平
穏
之
た
め
魯
西
亜
征
伐
之
名
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幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
の
伝
達

儀
を
立
、
及
戦
争
候
由
、
阿
蘭
陀
人
ぷ
御
内
密
中
上
候
趣
、
頃
日
密
々
及
承
中
候
。

八
〇

　
周
知
の
よ
う
に
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
使
節
ペ
リ
ー
及
び
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ア
ー
チ
ン
が
来
日
し
た
年
の
嘉
禾
六
年
七
月
に
、
ト
ル

コ
と
ロ
シ
ア
と
の
間
に
始
っ
た
戦
争
で
あ
り
、
二
年
後
の
嘉
禾
七
年
関
二
月
に
終
結
し
た
。
ロ
シ
ア
鉛
日
本
来
航
の
目
的
の
一
つ
に
、
こ
う

し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
と
か
ら
み
、
ロ
シ
ア
が
ア
ジ
ア
に
戦
略
を
め
ざ
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
続
く
石
本
の
書
翰
の
次
の
Ｉ
ケ
条
に

は
、

　
一
ヽ
此
度
ヱ
ケ
レ
ス
船
渡
来
之
主
意
、
早
速
其
節
江
内
々
相
尋
候
処
、
是
父
御
機
密
ニ
て
、
委
敷
儀
は
相
分
兼
候
得
共
、
前
古
申
上
候
魯
西

　
亜
国
と
戦
争
之
儀
二
付
ヽ
諸
邦
相
廻
り
候
段
申
立
、
当
湊
江
魯
西
亜
鉛
ア
メ
リ
カ
鉛
参
居
不
中
蔵
相
尋
侯
由
、
就
て
は
、
魯
西
亜
鉛
参
居

　
候
ハ
ハ
、
及
闘
争
候
意
趣
無
之
哉
之
旨
、
専
ら
風
聞
仕
候
、
尤
、
右
戦
争
之
儀
二
付
、
当
湊
表
御
奉
行
所
江
も
、
中
上
儀
有
之
候
間
、
御

　
逢
之
儀
相
願
候
由
二
付
、
江
府
ぷ
御
下
知
次
第
、
品
二
寄
御
応
接
相
成
可
申
趣
、
密
々
及
承
中
候
、
是
又
、
右
鉛
乗
組
之
内
、
日
本
語
二

　
通
し
侯
異
人
之
儀
、
内
実
は
日
本
人
ニ
て
、
先
年
、
彼
国
江
漂
流
い
た
し
、
其
値
帰
国
不
致
尾
張
之
町
人
乙
吉
と
申
者
之
由
風
聞
及
承
中

　
候
、
右
之
趣
御
内
密
奉
申
上
候
（
下
略
）
。

と
記
し
、
同
年
七
月
、
長
崎
に
入
港
し
た
イ
ギ
リ
ス
鉛
来
航
の
主
趣
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
か
か
わ
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
敵
国
ロ
シ
ア
の
軍

船
探
索
の
た
め
に
日
本
の
港
に
ま
で
来
た
の
で
あ
り
、
こ
の
地
で
対
戦
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
す
る
不
安
の
風
聞
の
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。

　
御
用
達
と
し
て
の
石
本
は
、
以
上
引
用
し
た
如
く
長
崎
奉
行
所
に
集
ま
る
様
々
な
情
報
を
、
立
場
を
利
用
し
て
集
め
、
ま
た
は
、
長
崎
表

に
お
け
る
巷
間
の
風
聞
を
、
定
期
的
も
し
く
は
臨
時
に
、
岡
表
に
通
達
し
た
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
「
御
用
達
」
ら
し
く
、
岡
側
の
要
求
に

応
じ
て
、
物
品
の
調
達
に
も
関
与
し
て
い
る
。

　
嘉
永
六
年
十
一
月
二
十
八
日
付
、
家
老
古
田
右
馬
允
宛
の
書
翰
内
容
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。



　
一
、
坤
興
之
図
、
当
表
ニ
は
柏
木
之
品
も
有
之
俣
段
御
承
知
二
付
、
写
取
中
付
、
代
料
如
何
程
位
ニ
て
出
来
可
中
哉
御
承
合
せ
中
候
様
披
仰

　
下
承
知
仕
俣
、
右
は
、
是
迄
取
扱
不
中
不
心
得
之
品
二
御
座
俣
得
共
、
先
日
及
見
俣
図
面
、
壱
ツ
は
紙
巾
四
尺
方
位
弐
枚
摺
、
壱
ツ
は
美

　
濡
紙
十
六
枚
之
綴
本
ニ
て
、
諸
国
写
本
二
御
座
俣
、
尤
、
右
図
種
々
有
之
俣
ニ
て
、
西
洋
国
々
ニ
て
も
、
成
丈
ケ
近
年
出
版
之
品
、
弁
理

　
之
よ
し
、
併
翻
訳
無
之
て
は
、
其
節
之
も
の
な
ら
で
は
解
兼
俣
由
、
右
図
訳
字
書
入
荷
之
分
は
多
ク
ハ
、
江
戸
天
文
台
蔵
版
之
儀
二
付
、

　
却
て
江
戸
ニ
て
摺
物
御
調
へ
相
成
俣
万
、
御
恰
好
二
俣
は
哉
と
中
事
二
御
座
俣
、
乍
去
、
写
方
之
儀
も
問
合
せ
俣
処
、
弐
枚
摺
之
方
、
金

　
壱
両
壱
歩
位
ニ
て
ヽ
精
々
入
念
写
方
可
仕
趣
ヽ
此
節
私
儀
も
入
用
二
付
、
右
縮
図
之
綴
本
写
方
中
付
置
俣
儀
二
付
、
出
来
之
上
、
入
御
覧

　
町
中
俣
（
下
略
）
。

　
こ
の
書
翰
内
容
は
、
岡
表
か
ら
「
坤
興
地
図
」
を
人
手
し
た
い
旨
の
要
諸
に
、
石
本
が
長
崎
表
か
ら
応
え
た
も
の
で
、
流
布
し
て
い
る
地

図
の
種
類
や
、
そ
の
内
容
に
触
れ
、
最
良
の
品
の
何
た
る
か
を
示
す
と
い
う
極
め
て
良
心
的
な
立
場
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
、
石
本

か
ら
岡
表
に
通
達
さ
れ
る
情
報
の
信
憑
性
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
、
石
本
書
翰
の
二
、
三
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
木
た
が
、
彼
が
「
内
々
写
取
り
」
な
ど
し
て
送
達
し
た
書
信
内
容
に
は
、

ど
の
程
度
の
歴
史
的
信
憑
性
も
し
く
は
随
隨
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
江
戸
表
に
報
告
さ
れ
た
情
報
と
、
石
本
が
岡
表
に
送
達
し
た

情
報
の
内
か
ら
、
卒
水
六
年
、
琉
球
に
来
航
し
た
外
国
船
に
か
か
わ
る
「
薩
州
ぷ
御
届
写
」
に
限
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
石
本
書
翰
中
に
は
、
各
所
に
「
十
四
ケ
所
開
設
二
中
段
」
と
い
う
記
事
が
散
目
ｍ
す
る
。
こ
れ
は
、
異
国
船
の
入
港
な
ど
、
「
異
変
」
の
折

な
ど
に
、
長
崎
奉
行
所
か
ら
、
当
地
に
駐
兵
す
る
諸
藩
の
役
所
に
、
事
態
の
概
要
や
心
得
方
を
伝
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
『
官
街
公
署
表
叫
に
よ
れ
ば
、
こ
の
十
四
ケ
所
の
開
設
と
は
、
島
津
・
柏
川
・
黒
田
・
毛
利
・
鉛
白
ヅ
有
馬
（
久
留
米
）
・
小
笠
原
・
立
花

・
宗
・
松
平
（
島
原
）
・
小
笠
原
（
唐
津
）
・
松
浦
（
平
戸
）
・
大
村
・
五
島
氏
を
含
か
九
州
の
大
名
を
指
し
、
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
、
長
崎
に

駐
在
し
た
が
、
各
大
名
の
駐
在
本
部
を
「
蔵
屋
敷
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
、
常
時
も
し
く
は
日
時
を
限
っ
て
家
士
を
在
勤
せ
し
め
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
史
学
論
叢
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幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
の
伝
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

る
。
従
っ
て
、
そ
の
役
所
は
、
各
藩
に
と
っ
て
長
崎
表
に
集
ま
る
大
小
多
種
の
情
報
の
収
集
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
二
豊

諸
藤
の
中
で
は
、
豊
前
小
倉
藩
の
小
笠
原
氏
一
氏
が
含
ま
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
豊
後
府
内
藩
で
は
、
嘉
禾
六
年
六
月
の
、
ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
小
倉
在
住
の
「
御
用
達
」
商
人
か
ら
は
じ
め
て
入
手
し
、

驚
い
て
隣
接
す
る
肥
後
藤
鶴
崎
に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
鶴
崎
表
で
は
、
こ
の
情
報
を
す
で
に
熟
知
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
情
報
は
、

肥
後
表
を
通
し
て
も
正
式
に
達
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。

　
長
崎
表
に
「
聞
役
」
を
駐
在
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
諸
藩
は
、
多
く
の
場
合
、
情
報
を
収
集
す
る
手
段
を
、
広
域
的
に
流
通
・
情

‘
報
網
を
持
つ
「
用
達
」
な
ど
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
岡
表
へ
の
長
崎
を
中
心
と
す
る
各
種
の
情
報
が
、
石
本
氏
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
例
的
に
示
し
た
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
で
は
、
こ
う
し
た
石
本
の
報
告
の
多
く
が
「
内
々
写
取
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
点
か
ら
し
て
、
長
崎

奉
行
を
通
し
て
中
央
（
江
戸
）
に
報
告
さ
れ
た
も
の
と
、
ど
の
程
度
ま
で
内
容
的
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
初
期

書
翰
の
内
か
ら
、
比
較
し
て
み
よ
う
。

①
丑
七
月
四
日
、
御
用
番
江
御
届
写

私
領
琉
球
國
ｇ
＆
ａ
ｌ
＆
２
'
Ｉ
Ｓ

ｇ
ｌｇ
十
九
日
、
異
國
船
三
峻
見
得
来
、
二
鮫
ｔ
火
輪
Ｓ

‘
’

か
、
追
々
卸
碇
偶
・
・
付
、
役
４
差
赳
、
木
國
来
着
之
次
第
和
敏
侯
處
、
北
豆
米
哨
幹
船
こ
＆
、
唐

人
乗
合
、
二
絞
完
乗
組
一
二
百
人
宛
、
一
絞
ｔ
貳
百
五
拾
入
渠
・
一
‘
タ
、
同
月
十
日
、
三
敢
共
上
海

ぶ
出
帆
致
未
着
、
肝
要
之
用
向
二
痴
完
熟
之
段
申
出
、
同
廿
日
、
逗
留
奥
入
４
Ｓ
．
Ｓ
ｚ
Ｍ

Ｓ
’
無

程
磨
許
壹
入
通
事
唐
入
壹
入
喫
入
一
同
上
陸
、
役
々
‘
り
致
頁
會
度
申
出
、
思
共
窓
侯
處
、
右

唐
人
を
以
、
北
亜
米
利
幹
一
炊
差
水
師
提
督
”
″
、
可
及
相
談
儀
侯
間
、
元
船
ａ
息
呉
骸
揉
申

①
丑
五
月
廿
七
日
薩
州
ぷ
御
届
書
之
写

　
焚
丑
当
四
月
十
九
日
琉
球
国
之
内
那
覇
江
勁
国
船

　
三
鰹
相
見
来
着
、
弐
鰹
は
火
輪
船
ニ
て
迫
々
却
碇

　
候
二
付
、
役
々
指
越
本
国
来
着
之
次
第
相
尋
侯
処
、

　
唐
人
乗
合
北
ア
メ
リ
カ
船
ニ
で
弐
観
八
三
百
人
宛

　
乗
組
、
一
綬
は
弐
百
五
拾
人
乗
ニ
て
、
同
月
十
日



出
、
木
船
ａ
攘
掃
偶
・
’
付
、
同
廿
一
日
、
役
々
右
船
．
Ｑ
差
赳
偶
處
、
提
菅
井
外
貳
放
之
舟
主
、
通

事
唐
入
、
逗
留
咳
人
・
‘
席
差
赳
致
列
席
、
提
僣
丿
桃
入
を
以
、
宿
地
斡
壹
ケ
月
程
可
致
河
船
、

朋
友
・
’
致
可
呉
冒
中
肖
偶
・
・
付
『
何
揉
之
輝
・
・
か
長
々
可
反
河
船
哉
相
零
偶
成
’
琉
球
ｔ

金
山
綬
渡
海
之
中
逡
・
‘
相
宿
、
都
合
悟
壹
峻
辺
々
可
致
渡
来
。
霜
特
合
致
河
船
偶
冒
申
出

偶
・
‘
付
、
宮
地
疲
勢
至
痴
不
自
由
之
小
國
、
薪
水
等
ｔ
成
汰
可
差
居
候
得
共
、
大
國
ち
淀
を

結
器
儀
、
建
席
題
成
段
和
順
偶
、
且
又
食
料
等
辺
４
致
所
望
、
右
謝
一
哉
王
城
可
申
這
冒
゛
申

Ｅ
Ｓ
。
'
Ｓ
'
ｇ
＆
｡
Ｎ
ｎ
ｌ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｇ
'
ａ

ｔ
ａ
Ｓ

。
ｉ
｡
¥
'
Ｒ
及
、
殊
‘
’
常
時
國
王
病
気
二
痴
、
共
儀

饉
揖
段
相
噺
偶
成
、
双
肩
ｒ
在
侯
、
同
日
、
異
國
暗
壹
竣
同
所
ａ
致
渡
末
、
亜
米
が
幹
船
之
襟

見
諸
侯
こ
付
、
右
役
々
差
赳
偶
處
、
暗
中
よ
り
異
人
共
出
こ
迦
罷
降
偶
標
ボ
標
を
以
申
酒
器

二
付
、
何
席
不
和
分
偶
得
共
、
県
組
ｔ
五
悟
入
位
児
及
偶
、
同
廿
三
日
、
異
一
般
壹
峻
同
所
’
Ｑ

栽
来
着
偶
’
・
付
、
役
々
差
赳
供
応
、
通
排
之
も
の
然
之
、
分
原
価
得
共
、
貌
印
等
外
船
同
I
D
’

‘
ｇ
。
火
概
貳
拾
人
余
之
乗
組
見
反
偶
、
右
船
壹
絞
ｔ
、
如
上
海
差
赳
偶
由
ｓ
Ｉ
‐
、
同
廿
六
日
、
致

出
帆
、
同
晦
日
、
提
替
共
外
上
聘
逗
留
喫
入
ニ
席
同
列
可
申
建
儀
有
之
、
致
入
城
度
段
申
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吻
）

偶
二
付
、
種
４
故
障
中
間
、
再
往
反
康
偶
得
共
、
聞
慨
然
之
、
何
汲
不
及
心
配
、
却
ゆ
行
列
昔
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
誤
悦
ア
ラ
ン
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
）

等
慰
・
’
鳶
可
相
成
冒
、
中
途
奏
塑
ニ
４
、
律
儀
二
罷
通
、
小
作
四
昔
人
召
列
共
外
ｔ
域
外
ほ

相
相
偶
”
付
、
冊
封
使
一
式
同
所
斡
招
入
、
役
々
致
面
會
侯
成
、
滞
船
中
所
望
物
用
辨
相
達

呉
、
５
４

Ｋ
ｌ
ａ
ｅ
９
'
４
ｊ
候
Ｑ
互
二
朋
友
相
成
度
冒
申
出
偶
・
・
付
、
以
前
二
中
間
候
通
、
小
國

大
凶
も
之
交
注
島
雅
和
成
、
九
儀
？
』
致
用
捨
呉
器
標
及
返
忿
恨
處
、
夫
形
回
漕
、
共
外
何
之

中
立
政
不
致
、
ｉ
ね
’
律
儀
‘
‘
會
膠
致
、
無
間
島
元
船
佃
乗
峰
偶
、
尤
待
合
之
附
和
揃
偶
上
ｎ
、

玄
’
‘
可
致
出
帆
由
‘
‘
＆
、
五
月
朔
日
迄
ｔ
致
滞
船
、
異
入
共
間
４
上
陸
、
近
辺
致
歩
行
’
共
外

何
政
異
扱
之
詮
無
之
、
別
か
平
和
罷
在
供
、
乍
併
取
締
向
之
儀
、
一
涯
忌
重
中
付
置
供
旨
、
琉

球
丿
以
飛
船
屈
京
偶
・
・
付
、
長
崎
奉
行
ａ
委
細
中
達
眼
由
、
一
元
家
家
ｉ
も
中
赳
供
、
九
段

及
御
厠
供
、
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匍

　
　
六
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
薩
摩
守
ぐ

　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢

三
鰹
共
二
上
海
ぷ
出
航
之
段
申
出
、
翌
廿
日
逗
留

瑛
人
右
船
江
指
越
無
程
参
将
壱
人
通
事
唐
人
壱
人

嘆
人
一
同
上
陸
、
役
々
へ
面
会
之
上
、
明
日
役
々

手
船
二
参
り
呉
候
様
申
出
候
二
付
、
其
通
可
致
旨

相
達
候
処
、
夫
成
本
船
圧
乗
帰
り
候
、
同
廿
一
日

役
々
指
越
之
処
、
外
弐
綬
之
船
主
列
座
致
し
、
逗

留
咲
人
ヲ
以
、
当
地
圧
壱
ケ
月
程
可
致
蚕
齢
申
出

候
二
付
、
何
様
之
訳
ニ
て
長
々
可
及
滞
船
蔵
相
尋

候
処
、
金
山
へ
致
渡
海
候
得
共
、
船
々
都
合
拾
壱

鰹
迫
々
可
致
渡
来
待
合
之
た
め
致
蚕
船
候
旨
申
出

候
、
且
又
同
日
ぷ
計
三
日
迄
同
国
船
弐
鰹
来
着
、

内
壱
鰹
同
廿
六
日
致
出
航
候
、
尤
、
食
料
等
迫
々

任
望
相
与
候
処
、
謝
礼
申
述
左
ニ
て
待
合
せ
船
々

相
揃
候
上
は
、
直
二
致
出
航
由
ニ
て
五
月
朔
日
迄

致
逗
船
居
、
其
外
も
異
変
之
儀
無
之
、
別
て
平
和

罷
在
、
乍
併
、
取
締
等
儀
ハ
、
一
涯
厳
重
申
付
置

候
旨
、
此
節
琉
球
丿
申
来
候
事

　
五
月
計
七
日

八
三



　
　
　
　
幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
の
伝
達

②
丑
七
月
四
日
、
阿
部
伊
勢
守
殿
江
御
届
写
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
忿
領
琉
球
図
之
内
那
覇
・
呪
営
四
月
十
九
日
よ
り
同
廿
二
日
迄
、
北
ア
メ
９
カ
船
五
貌
来

　
着
、
変
貌
ｔ
如
上
海
我
出
帆
、
外
固
紋
数
滞
船
居
候
段
、
先
達
痴
及
御
居
候
處
、
五
月
三
日
、
提

　
豺
狼
船
外
一
貌
、
東
北
之
方
処
入
鴫
’
Ｑ
石
炭
霧
似
雨
彼
数
出
帆
候
、
同
七
日
、
異
回
船
変
絞

　
渡
￥
Ｓ

４
‐
Ｓ

‘
‘;
Ｚ
’
役
々
差
赳
、
木
同
恋
着
之
次
第
和
敏
民
心
、
唐
人
集
合
、
北
登
米
利
幹

　
船
ニ
ゐ
‘
、
提
督
下
知
を
劾
、
上
海
’
ぶ
出
帆
未
着
、
人
似
貳
百
人
内
唐
人
貳
拾
貳
入
狼
組
、
且
外

　
’
゛
拡
散
可
敷
来
着
段
申
出
候
｀
同
十
（
豺
日
異
同
船
貳
貌
同
所
Ｑ
致
我
家
候
二
付
、
役
々
差

　
赳
、
同
断
和
敏
候
處
、
寂
前
処
入
嶋
綬
石
炭
鴬
覆
和
渡
候
船
之
由
申
出
候
、
同
廿
二
日
、
異
國

　
船
拡
貌
同
所
．
Ｒ
奴
渡
来
秋
二
付
、
同
隋
和
敏
候
處
、
貳
貌
と
も
唐
入
乗
合
、
是
叉
同
回
之
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
一
百
）

　
こ
か
、
壹
岐
宅
四
月
廿
六
日
、
上
海
・
Ｒ
仙
波
、
石
炭
谷
粒
食
覆
入
渡
来
、
壹
彼
ｔ
Ａ
戯
百
入
内

唐
入
貳
人
乗
組
、
石
炭
積
入
、
五
月
七
日
、
上
海
よ
り
出
帆
渡
来
之
段
申
出
候
、
左
候
＆
右
唐

入
拡
入
荷
物
持
卸
、
暇
Å
滞
在
之
寺
沁
差
赳
可
我
止
宿
根
傑
二
付
逗
留
暇
入
沁
子
細
和

敏
候
處
、
唐
同
よ
ｉ
近
４
咲
船
可
我
家
着
、
共
肺
鴬
通
事
唐
國
滞
在
之
喫
人
ぶ
差
沿
候
段

承
候
ｓ
付
、
呪
入
谷
提
督
．
り
及
ｌ

ｌ
'
４
１
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｑ
Ｓ
ｉ
匝
候
得
共
、
於
唐
國
衿
除
之
事
故

共
通
難
取
親
何
操
中
入
候
痴
も
不
敗
承
知
候
・
・
付
、
処
是
非
暇
人
一
所
こ
差
置
候
、
且
亦

右
之
内
火
輪
船
共
四
散
？
』
、
兵
船
ニ
‘
｛
ｙ
、
図
書
を
持
、
近
４
如
江
戸
可
致
出
帆
、
貳
彼
ｔ
如
上

海
出
帆
、
壹
貌
ｔ
紛
々
待
合
之
た
め
和
疫
、
鴬
数
滞
船
候
二
付
、
所
望
之
物
数
用
辨
呉
候
扨
、

尤
船
中
之
屯
の
共
無
一
之
仕
形
無
之
梯
、
昼
中
付
置
候
二
付
、
若
右
揉
之
儀
共
有
之
仮
宅

≒
書
留
い
ム
、
Ｉ
置
瓦
々
提
豺
来
着
之
節
、
不
認
可
申
出
旨
申
聞
候
・
‘
付
、
一
同
出
帆
い
φ

Ｉ
呉
候
揉
中
入
侯
得
共
、
何
！
船
４
都
＆
来
着
迄
ｔ
可
数
滞
船
ち
之
事
故
、
跡
船
何
彼
程

渡
来
可
我
哉
相
敏
候
得
ｔ
、
拾
彼
針
屯
可
有
之
、
永
致
決
定
段
申
聞
、
追
々
食
料
等
所
望
こ

付
、
和
肉
置
候
處
、
五
月
廿
五
日
、
変
散
如
よ
海
出
帆
、
同
廿
六
日
、
四
貌
ｔ
如
江
戸
可
仙

‘
渡
旨

申
出
、
東
之
方
．
り
乗
行
候
、
壹
貌
ｔ
如
上
海
出
帆
、
尤
滞
船
中
異
入
共
別
＆
平
和
罷
在
、
滞
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

⑨
六
月
廿
日
薩
州
ぷ
御
届
書
之
写

　
琉
球
国
之
内
那
覇
江
当
四
月
脂
九
日
丿
同
行
三
日

　
迄
、
北
亜
米
稲
幹
齢
花
鰹
来
着
、
一
鰹
は
上
海
之

　
如
く
出
帆
致
し
、
其
外
囲
鰹
致
蚕
齢
居
候
段
ハ

　
先
達
て
中
上
置
之
通
二
で
、
五
月
三
日
、
提
督
乗

　
齢
外
ニ
ー
鰹
東
北
之
万
無
人
島
へ
石
炭
檀
越
之
だ

　
め
指
越
之
山
ニ
て
ソ
両
帆
致
出
帆
候
、
同
七
日
疑

　
出
船
一
約
数
来
着
候
二
付
、
役
々
指
越
本
国
来
着

　
之
次
第
相
尋
候
処
、
唐
人
乗
合
北
亜
米
稲
幹
齢
ニ

　
て
提
督
下
知
ヲ
受
、
上
海
丿
出
帆
、
来
着
人
数
弐

　
百
入
内
唐
人
弐
拾
弐
人
乗
裕
之
段
串
出
ル
、
且
外

　
二
弐
鰹
同
所
汀
来
着
候
二
付
、
役
々
指
越
同
所
相

　
尋
候
処
、
最
前
無
人
島
へ
石
炭
檀
越
之
た
め
罷
越

　
候
、
弐
鰹
之
齢
二
て
候
、
同
行
二
日
疑
団
齢
弐
鰹

　
同
所
へ
致
来
着
候
二
付
、
同
断
相
尋
候
処
、
弐
鰹

　
共
二
唐
人
乗
合
是
又
同
国
之
齢
ニ
で
、
一
鰹
八
四

　
月
計
六
日
上
海
江
罷
越
候
齢
ニ
て
ヽ
石
炭
弁
粉
食

　
情
人
渡
来
、
一
鰹
ハ
、
人
数
百
入
内
唐
人
弐
人
乗

　
裕
ニ
て
、
石
炭
檀
人
五
月
七
日
出
帆
渡
来
之
段
申

　
出
ヽ
左
二
で
右
之
唐
人
弐
入
荷
物
持
却
、
嘆
入
居



之
咳
Å
互
二
往
来
、
演
治
歩
行
い
ふ
Ｉ
、
端
船
ニ
て
乗
廻
、
海
中
浚
渫
杯
相
量
、
其
外
何
埼
異

礎
之
信
無
之
侯
得
と
も
、
取
締
向
之
信
教
亦
最
重
申
付
置
侯
旨
、
叉
々
以
飛
殼
中
赳
侯
1
1

付
、
委
細
長
崎
奉
行
・
Ｑ
中
辻
恢
冒
、
國
元
家
家
共
申
赳
恢
、
此
段
御
届
申
達
侯
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
六
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
薩
摩
守
肺

右
之
廷
、
今
朝
阿
部
伊
勢
守
揉
・
Ｑ
紋
及
御
居
候
間
、
九
段
中
上
侯
、
以
上
、
四
回
こ
］
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
薩
摩
守
内

　
　
　
　
　
　
　
之
丿
工
l

a
3

　
　
　
、
六
珂
″
ｌ
佳
Ｘ
希
作
蓬
考
で
寞
（
石
本
書
翰
書
式
）

　
玖
営
為
肪
希
£
ｙ
刄
ｙ
享
・
－
一
足
父
大
昔
耳
ユ
感
賞

　
反
支
そ
才
屁
洽
ぞ
剪
蔵
政
遠
き
１
誉
万
骨
１
か
λ
ヽ

　
よ
万
官
覗
脊
乗
袖
外
丿
殯
ゑ
や
才
災
高
広
犬
積
誓
莞

　
お
亭
宵
ミ
ベ
誉
和
涜
了
そ
少
云
哉
片
ふ
今
尚
年
超
疹
Ｆ

　
闇
奏
で
塔
仝
八
か
彦
ふ
キ
京
泳
水
利
首
部
ざ
管
ブ
舒
炎
ふ
考

・
忙
塵
不
敏
営
合
席
貪
奇
人
ホ
娯
良
工
立
叶
言
苛
衆

米
焉
呼
抒
礼
タ
μ
ミ
ム
ふ
争
ヶ
首
奏
括
俗
；
び
菅
汚
タ

苧
句
ぶ
図
互
１
ぶ
鼎
片
懸
瓢
疸
否
咎
ふ
回
ａ
尋
み
如
飛
九

溥
ふ
互
ふ
支
氏
戸
昔
征
分
可
畏
１
す
＆
官
有
夕
母
系
徴

４
犬
儒
λ
一
昔
’
妬
え
崖
会
人
奮
呼
丿
凧
談
企
珂
百
ぁ
な
匹

ｉ
早
島
昂
丘
で
唐
人
分
ふ
好
物
特
卸
殲
人
爆
在
ふ
て
ま
孤
マ
疹
冥

片
吟
斤
嘆
奈
芋
望
尋
か
恪
、
嘆
ぷ
丞
尽
会
片
苓
そ
恥
え
畢
溶

窓
萍
参
嶮
今
塵
盾
Ｘ
夕
片
嘔
人
差
瓦
号
で
与
え
球
匯
Å
玄

史
　
学
　
論
　
叢

在
之
寺
江
罷
越
可
致
止
宿
模
様
二
付
、
咲
入
江
子

細
相
対
紋
処
、
近
々
嘆
齢
来
着
之
筈
二
付
、
其
節

為
通
事
唐
国
滞
在
之
嘆
入
丿
差
遣
紋
段
中
聞
紋
二

付
、
嘆
人
杵
提
督
江
も
種
々
及
理
解
、
再
応
止
宿

之
儀
相
断
紋
へ
共
、
唐
国
ニ
お
ゐ
で
吟
味
之
事
故

共
通
難
取
斗
、
列
様
中
人
紋
て
も
、
不
致
承
引
紋

二
付
、
無
是
非
嘆
入
一
所
二
召
置
紋
、
且
又
、
右

之
内
大
輪
齢
等
四
鰹
ハ
兵
齢
ニ
で
、
国
書
を
持
、

近
々
如
江
戸
可
致
出
帆
弐
鰹
は
如
上
海
出
帆
、
壱

鰹
ハ
齢
々
待
合
之
た
め
相
残
為
致
蚕
齢
紋
二
付
、

所
望
之
も
の
無
支
相
達
呉
紋
様
、
尤
、
齢
中
之
者

共
無
礼
之
仕
形
無
之
様
堅
中
付
置
紋
二
付
、
若
右

様
之
儀
共
有
之
紋
ハ
ハ
書
留
致
し
置
、
又
々
捉
悟

来
着
之
節
不
隠
中
出
紋
様
串
間
紋
二
付
、
一
同
致

出
帆
吋
ハ
紋
様
中
人
紋
将
兵
、
列
レ
ニ
モ
前
々
都
で

来
着
迄
は
可
致
滞
齢
と
の
事
故
、
後
前
列
幄
程
可

参
蔵
相
尋
紋
処
、
拾
鰹
斗
ニ
て
も
可
有
之
哉
、
未

決
定
不
致
段
串
間
、
迫
々
食
料
等
所
望
二
付
、
相

与
徴
候
処
、
五
月
計
五
日
一
鰹
卸
上
海
差
越
涙
雨
ニ

て
出
帆
ヽ
同
廿
六
日
四
鰹
は
可
罷
渡
江
戸
へ
串
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



１

　
　
幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
の
伝
達

や
・
諮
夕
万
旱
が
ぞ
窄
弩
萍
全
圭
琲
外
行
抒
孕
‐
‐
意
よ

双
眼
リ
４
奮
み
嘆
八
万
応
身
ひ
又
守
占
火
海
部
ぷ
屏
タ
ラ
詞

書
ｔ
贈
容
七
ぞ
尽
＆
弧
茸
μ
戈
薗
冷
瓜
戈
警
底
穿
々
兵
た

吝
孕
庁
を
勿
呼
ふ
７
で
’
ふ
支
抑
ふ
子
怜
言
？
有
ｌ
さ
恐
資
ｙ

七
拘
ｙ
在
ｙ
．
斥
石
庭
で
堡
ざ
ｌ
皐
器
跨
丿
寮
言
限
劈
恚
受

芹
不
疹
希
狐
ャ
才
奇
苛
政
礼
子
極
ア
亭
々
、
吟
ざ
邸
、
、
却
ズ
鮮

乙
元
葎
辱
卓
采
尹
晋
聶
泌
了
罫
宕
今
ぐ
膏
芳
～
了

ふ
呆
炎
千
瞎
墜
受
牛
貪
糾
ぷ
不
で
片
詞
唇
ゑ
呑
ゑ
爪
至
丘
蔑
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

帆
ヽ
東
之
方
江
乗
行
候
’
ｌ
ｌ
ｙ
如
上
海
指
越

候
由
ニ
て
、
同
日
出
帆
、
尤
、
逗
船
中
異
人
共
別

て
平
和
罷
在
、
逗
留
之
嘆
人
互
二
浜
辺
歩
行
ど
も

致
し
、
僑
舟
ぷ
乗
廻
り
、
海
中
浅
深
杯
ヲ
相
量
、

其
外
的
レ
も
異
変
之
俄
然
之
候
得
共
、
取
締
向
之

俄
、
猶
又
一
涯
厳
重
申
付
置
候
之
旨
、
又
々
以
飛

札
琉
球
ぷ
申
越
候
事
。

　
　
六
月
廿
日

　
以
上
、
二
例
の
史
料
の
う
ち
、
上
段
①
史
料
は
、
嘉
永
六
年
六
月
十
二
日
付
で
、
薩
摩
藩
か
ら
江
戸
町
奉
行
所
へ
提
出
し
た
、
ペ
リ
ー
沖

縄
廻
航
に
か
か
わ
る
報
告
書
で
あ
る
。
文
末
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
報
告
は
、
長
崎
奉
行
所
ヘ
ー
通
、
そ
し
て
一
通
は
、
同
文
内
容
で
直

接
江
戸
表
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
②
史
料
は
、
沖
縄
回
航
中
の
ペ
リ
ー
一
行
が
、
沖
縄
滞
在
、
出
帆
す
る
経
緯
を
述
べ
た

も
の
で
あ
り
ヽ
文
末
に
「
委
細
長
崎
奉
行
江
申
達
候
旨
ヽ
国
元
家
来
共
申
越
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
①
史
料
と
同
様
、
鹿
児
島
か
ら

長
崎
奉
行
所
及
び
江
戸
藩
邸
へ
、
更
に
藩
邸
か
ら
江
戸
町
奉
行
所
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
下
段
①
、
②
史
料
は
、
鹿
児
島
か
ら
長
崎
奉
行
所
に
届
け
ら
れ
た
ペ
リ
ー
沖
縄
来
航
に
か
か
わ
る
報
告
書
（
届
）
を
、
石
本
が
「
内
々
写

取
り
」
、
岡
表
に
送
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
上
段
①
と
下
段
①
、
上
段
②
と
下
段
②
の
日
附
に
、
差
異
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
様
な
事
情
か
ら
し
て
、
届
け
の
日
附
部
分
に
発
信
か
ら
着
信
ま
で
の
時
間
差
と
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
日
附
に
く
い
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
島
津
側
の
報
告
書
と
石
本
書
翰
と
の
内
容
に
は
、
完
全
な
一
致
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。



　
尤
も
、
下
段
①
史
料
に
つ
い
て
は
、
上
段
①
史
料
に
比
し
て
「
中
略
」
部
分
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
石
本
が
ひ
ま
を
見
て
「
内
々
写
取
」

し
た
事
実
が
察
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
石
本
は
、
事
態
の
重
要
性
を
自
ら
判
断
し
、
入
手
資
料
の
要
所
を
写
し
取
り
、
岡
表
に
送
達
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
石
本
書
翰
の
う
ち
、
散
見
さ
れ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
」
と
、
書
翰
内
容
の
一
致
、
前
略
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
隔
を
考
え
て
い
る
が
、

以
上
例
示
し
た
石
本
書
翰
と
他
の
同
内
容
資
料
の
記
述
的
共
通
性
は
、
石
本
書
翰
の
全
般
的
信
憑
性
の
深
い
こ
と
を
考
え
て
い
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

　
嘉
禾
六
年
、
浦
賀
に
ペ
リ
ー
が
来
航
し
、
ウ
イ
ル
モ
ア
の
国
書
を
提
出
、
幕
府
に
開
国
を
迫
る
や
、
幕
府
は
、
開
国
の
是
非
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

諸
大
名
に
諮
問
し
た
。
同
年
七
月
一
日
の
こ
と
で
あ
ぶ
。

　
ペ
リ
ー
の
来
航
に
か
か
わ
る
情
報
が
、
石
本
卯
之
助
よ
り
岡
表
へ
告
知
さ
れ
た
の
は
、
七
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

ペ
リ
ー
来
航
に
際
し
、
急
拠
、
越
前
家
な
ど
が
「
御
国
」
の
た
め
に
動
員
さ
れ
た
旨
大
坂
表
の
情
報
（
風
説
）
が
、
長
崎
表
の
商
人
の
元
に

届
け
ら
れ
た
の
は
、
六
月
中
旬
の
こ
と
。

　
更
に
、
ペ
リ
ー
が
国
書
の
返
答
を
、
再
航
し
て
受
け
取
る
こ
と
を
約
し
て
、
六
月
十
一
日
に
浦
賀
表
を
出
航
し
た
と
の
情
報
も
、
追
っ
て

届
け
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
石
本
書
翰
に
よ
れ
ば
「
異
国
船
に
拘
り
候
儀
は
、
近
年
、
別
て
御
厳
密
ニ
て
、
委
敷
様
子
相
分
り
兼
申
候
」
と
述
べ
る
如
く
、

こ
の
書
翰
が
、
石
本
か
ら
発
信
さ
れ
る
七
月
三
日
時
点
で
は
、
ペ
リ
ー
に
か
か
わ
る
江
戸
か
ら
の
正
式
通
達
の
長
崎
表
到
来
の
有
無
に
関
し

て
は
、
石
本
も
確
認
し
て
い
な
い
様
で
あ
る
。

　
従
っ
て
石
本
は
、
書
輪
中
で
「
若
し
、
岡
藩
江
戸
屋
敷
よ
り
詳
し
い
情
報
が
、
国
元
へ
届
い
て
い
る
な
ら
ば
、
当
方
へ
聴
か
せ
て
欲
し
い
」

と
述
べ
、
彼
の
情
報
収
集
欲
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
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学
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幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
の
伝
達
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嘉
禾
六
年
七
月
十
七
日
、
長
崎
へ
始
め
て
入
港
し
た
ロ
シ
ア
船
の
動
向
を
め
ぐ
る
石
本
書
翰
は
、
量
的
に
か
な
り
の
分
量
と
な
る
。

　
ロ
シ
ア
使
節
は
、
こ
の
折
、
国
書
を
携
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
長
崎
奉
行
所
で
厳
重
に
処
理
の
の
ち
、
江
戸
に
急
送
さ
れ
た
。
そ
の
様

子
に
つ
い
て
石
本
書
翰
は
、

　
　
（
上
略
）
扱
、
国
書
の
主
意
は
今
以
私
儀
も
更
に
及
承
不
中
、
一
鉢
、
右
魯
西
亜
船
一
件
は
、
初
発
ぶ
極
々
機
密
之
御
歌
計
ニ
て
、
船
ぶ

　
差
出
奴
書
翰
類
和
解
之
節
は
ヽ
聊
之
事
た
り
其
御
奉
行
御
前
江
重
立
奴
阿
蘭
陀
通
詞
罷
出
ヽ
　
一
切
人
払
ニ
で
和
解
披
仰
付
奴
儀
二
付
ヽ
惣

　
―
相
洩
不
中
、
私
其
は
不
及
中
共
筋
二
携
奴
重
役
之
も
の
さ
へ
、
承
知
不
仕
事
勝
々
有
之
、
珠
に
国
吉
之
儀
は
封
之
値
二
江
府
江
進
達
二

　
て
相
洩
不
中
、
旁
以
相
賎
奴
儀
ハ
有
之
間
敷
奉
存
（
下
略
）
。

と
し
な
が
ら
も
、

　
尤
、
国
吉
之
主
意
一
と
通
使
節
之
者
書
歌
、
御
奉
行
所
御
合
迄
二
差
出
之
儀
は
、
共
爾
、
極
内
密
及
承
中
奴
処
、
共
後
別
紙
之
通
国
書
之

　
主
意
書
記
奴
物
、
内
々
流
布
仕
奴
（
下
略
）
。

と
述
べ
、
結
局
、
人
手
し
得
た
国
書
の
主
意
書
も
岡
表
に
送
付
し
て
い
る
。

　
右
の
書
翰
の
中
で
、
石
本
は
、
こ
の
よ
う
な
極
秘
の
情
報
も
、
所
詮
は
「
追
々
近
国
へ
も
歌
敏
之
儀
二
付
」
と
し
て
、
情
報
の
拡
散
す
る

こ
と
を
予
想
し
、
情
報
の
非
公
開
性
や
、
外
国
と
の
対
応
の
ま
ず
さ
を
批
難
し
て
さ
え
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
一
月
二
十
八
日
付
書
翰
の
一

ケ
条
に
、

　
当
六
月
中
、
浦
賀
表
江
ア
メ
リ
カ
船
渡
来
之
儀
ハ
、
一
昨
年
と
か
蘭
人
ぶ
粗
中
上
奴
由
之
処
、
公
辺
例
之
機
密
之
御
取
計
ニ
て
、
浦
賀
役

　
筋
二
も
、
委
敷
備
は
相
心
得
不
申
奴
故
、
最
初
之
応
接
丿
不
都
合
二
相
成
、
夷
人
兵
火
二
威
を
振
、
此
方
ぶ
は
腫
物
を
扱
ひ
奴
ご
と
き
御

　
歌
計
ニ
て
、
皇
国
之
武
威
と
申
ハ
聊
も
無
之
、
誠
二
以
御
残
念
之
趣
、
不
肖
之
私
共
す
ら
至
極
御
同
意
二
奉
存
奴
（
下
略
）
。

と
見
え
、
ペ
リ
ー
の
来
航
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
す
で
に
早
い
段
階
で
分
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
局
者
が
、
こ
れ
を
極
秘
に
し



た
た
め
に
、
来
航
に
際
し
て
、
応
待
の
ま
ず
さ
か
ら
、
大
い
に
面
目
を
失
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
嘉
永
六
年
の
ロ
シ
ア
船
の
来
航
に
際
し
て
、
そ
の
国
書
の
扱
い
を
厳
密
に
し
た
長
崎
奉
行
所
や
幕
府
の
態
度
に
つ
い
て
、

同
じ
轍
を
踏
む
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
、
石
本
の
所
感
を
披
歴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
石
本
卯
之
介
か
ら
の
長
崎
表
の
情
勢
は
、
こ
こ
に
第
一
信
と
し
て
収
め
る
嘉
永
六
年
七
月
以
前
に
も
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
岡
と
石

本
と
の
関
係
及
び
本
書
翰
集
に
収
め
ら
れ
る
書
信
内
容
の
は
し
ば
し
の
記
述
か
ら
見
て
確
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
「
書
翰
集
」
が
、
事
改
め
て
、
嘉
永
六
年
を
も
っ
て
始
ま
る
こ
と
に
は
、
若
干
の
意
味
を
考
え
る
必
要
は
あ
る
ま
い
か
。

　
嘉
禾
六
年
の
ペ
リ
ー
来
船
を
機
に
、
全
国
は
一
拠
に
騒
賑
の
社
会
と
な
っ
た
。

　
岡
藩
で
は
、
一
人
気
を
吐
い
た
勤
王
の
士
・
一
河
一
敏
が
、
冨
永
六
年
夏
、
肥
後
黒
川
温
泉
に
入
湯
中
、
ペ
リ
ー
来
航
の
報
に
接
し
、
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

後
か
ら
、
勤
王
運
動
を
急
展
開
い
ヽ
藩
情
も
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
。
本
書
翰
集
を
編
成
し
た
と
思
わ
れ
る
伊
藤
樵
渓
は
、
同
藩
で
『
豊
後
国

志
』
編
纂
の
大
役
を
果
し
た
伊
藤
文
蔵
（
鏡
河
）
の
息
子
で
、
天
保
八
年
先
手
物
頭
、
嘉
禾
三
年
江
戸
留
守
役
に
任
ぜ
ら
れ
て
の
ち
、
藩
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

由
学
館
の
助
教
、
四
年
に
近
習
物
頭
格
と
な
り
、
万
延
元
年
九
月
に
死
去
し
た
人
物
。

　
ペ
リ
ー
来
航
、
ロ
シ
ア
船
入
港
と
、
あ
わ
た
だ
し
い
世
上
の
実
態
を
反
映
し
て
、
そ
の
関
係
資
料
を
集
成
し
て
お
く
必
要
が
痛
感
さ
れ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
は
、
勿
論
、
ひ
と
り
岡
藩
に
限
っ
て
流
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
い
や
む
し
ろ
、
岡
に

流
れ
た
情
報
こ
そ
、
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
全
て
す
ぐ
さ
ま
藩
政
の
展
開
に
反
映

さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
早
計
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
嘉
禾
六
年
七
月
一
日
の
米
国
書
に
関
わ
る
諮
問
に
対
し
て
、
岡
藩
主
中
川
久
昭
の
意
見
具
申
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
行
な
わ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
久
昭
は
七
月
十
七
日
の
日
附
を
も
っ
て
、
今
時
世
上
の
人
情
の
変
化
、
諸
大
名
の
経
済
的
疲
弊
、
武
備
の
実
用
を
欠
く
こ
と
を
述

　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
情
報
の
伝
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

べ
、

　
左
候
得
ば
、
不
得
止
暫
く
彼
か
頻
出
候
内
、
何
成
と
も
壱
ケ
条
ニ
て
も
御
免
二
相
成
、
幸
彼
方
ぶ
五
年
十
年
之
年
限
御
約
束
之
儀
も
申
越

　
候
得
は
、
四
方
諸
大
名
に
も
厳
重
彼
仰
渡
、
兵
備
十
分
担
整
候
様
仕
、
其
上
ニ
て
、
此
方
不
都
合
之
儀
も
御
座
候
ハ
ハ
、
年
限
約
束
之
通

　
二
て
固
相
断
（
下
略
）
。

と
述
べ
ヽ
そ
の
た
め
に
は
ヽ
先
ず
つ
国
持
大
名
」
を
厚
遇
す
べ
し
と
云
っ
て
い
ヤ

　
多
く
の
大
名
が
具
申
し
た
限
定
付
開
国
と
い
う
、
い
わ
ば
日
和
見
的
な
意
見
で
し
か
な
く
、
長
崎
情
報
の
結
果
が
、
直
結
的
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
基
本
的
情
報
の
流
布
が
、
や
が
て
、
幕
藩
の
体
制
を
次
第
に
む
し
ば
ん
で
い
く
こ

と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。

註
田

　
Ｉ
　
印

　
Ｉ
　
印(4)

　
「
石
本
氏
文
書
」
所
収
「
由
緒
書
」
　
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
所
蔵
。

　
「
肥
前
長
崎
延
命
寺
文
書
」
所
収
「
中
川
様
御
状
拍
」
　
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
。

伊
藤
巻
渓
自
筆
と
思
わ
れ
、
樵
渓
の
自
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
保
管
史
料
。

九
州
文
化
史
研
究
施
設
校
訂
『
崎
隔
群
談
』

㈲
　
占
田
左
馬
允
は
文
化
二
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
家
老
を
勤
め
た
人
物
、
名
を
広
計
と
呼
ぶ
。
ま
た
武
藤
草
蔵
は
国
事
に
際
し
、
文
久
二
年
二
月
江
戸
上
使
を
勤
め
て
い
る
。

㈲
　
長
崎
市
編
『
長
崎
叢
書
』
「
増
補
長
崎
略
史
」
上
巻
三
所
収
。

関
　
『
大
日
本
占
文
書
・
幕
末
外
交
関
係
文
書
之
一
』
所
収
。
複
写
。

㈲
　
関
に
同
じ
。
複
写
。

閲
　
関
に
同
じ
、
第
二
六
一
号
文
書
。



�
　
後
藤
重
巳
「
外
様
小
藩
に
お
け
る
勤
王
動
向
」
　
『
日
本
歴
史
』
四
四
三
号
。

�
　
直
入
郡
教
育
会
編
『
直
入
郡
志
』
。

�
　
㈲
に
同
じ
、
第
二
八
六
号
文
密
。

尚
本
稿
は
、
‐
平
成
元
年
六
月
士
七
日
別
府
大
学
史
学
研
究
会
に
お
い
て
、
同
題
で
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
石
本

暦
翰
集
」
は
、
平
成
二
年
中
に
附
属
博
物
館
よ
り
翻
刻
出
版
の
予
定
で
あ
る
。

史
　
学
　
論
　
叢

九

一
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